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知能数理研究分野 

教 授 中垣俊之（名大院, 学博, 2013.10～） 

准教授 佐藤勝彦（京大院, 理博, 2014.12〜）  

准教授 佐藤讓  （東大院, 学博, 2017.4～） 

助 教 西上幸範（兵県大院, 理博,2018.9～） 

学 生（平成３０年〜現在） 

 博士課程 3 名 

 修士課程 7 名 

 学部学生 3 名 

 研究生 1 名 

 

 
１．研究目標 

生き物の賢さは一体どのようにして生み出されるのだろ

うか？ 生命システム特有の情報処理のしくみは、古代ギ

リシャ時代から今日に至るまで、その時代の学問を総動員

して連綿と問い直されてきた問題である。これに取り組む

ことは、基礎学問として、人間そのものの理解を深めるで

あろう。生物らしい情報処理の方法を捉えることができれ

ば、人間になじみの良い知能機械の設計応用も期待でき

る。 

 我々は、細胞の行動を主な対象として、生物の情報処理

能力の高さを実験により評価し、さらにそのしくみをダイ

ナミクスの観点から解明することを目指す。単純な体制を

活かして、モノの運動法則から生物行動を理解するとい

う、いわば生命情報処理の原点を志向している。そのため

に、理論や実験ならびにフィールド調査を、また生命科学

や数物科学および情報科学を活用する。 

 具体的には９つの研究テーマを掲げている。(1)単細胞

生物からヒトにいたる生命知の基本アルゴリズムの探求、

(2)生体システムの用不用適応則から読み解く形状と機能

の最適化、(3)原生生物と線虫の行動に関するバイオメカ

ニクスと細胞生物学、(4)微小な生物の動きを捉えるイメ

ージング技術の開発、(5)繊毛虫の遊泳力学と電気生理

学、(6)アメーバの這行力学と高分子レオロジー、(7)胚発

生の形態形成における細胞集団の力学解析、(8)収縮性タ

ンパク質のレオロジーから読み解く細胞運動、(9)ランダ

ム力学系の数理と非線形現象への適用。 

 

 

２．研究成果 

(a) 生体システムの用不用適応則から読み解く形状と機能

の最適化：町と道の共発展ならびに樹木の風揺動特性 

 生物システムのつくる構造物は優れた機能性を有して

いるとしばしば指摘される。そのような機能的な構造がど

のようなアルゴリズムによって設計されているかは，興味

深い問題である。本研究では，真正粘菌モジホコリという

真核単細胞生物がつくる輸送ネットワークの設計方法にヒ

ントを得た構造物の設計方法を検討した。最たる特徴は，

「よく使われる部分は強化され，そうでない部分は弱化さ

れる」という，いわゆる「用不用則」である。この適応規

則がシステムの局部で自律的かつ分散的に作用することに

よって，全体としてある種の最適性が実現される。以上の

成果を踏まえて、（１）街と交通網の共発展現象，（２）樹

木の構造力学を検討した。 

前者では、集住地形成モデルを従来の経済モデル（重

力モデル）に倣って構成し、流量強化則による交通路形成

との相互作用をモデル化した。このモデルを現実の地形情

報（標高や河川湖沼海の存在）に合わせて計算機シミュレ

ーションした。ケーススタデイとしてイタリアを取り上

げ、現実の町の分布（人口ランクと地理分布）と比較検討

した。 

後者では、流量強化則を樹木の樹形形成に拡大適用し

た。すなわち、樹木の局部が、かかる力の負荷に応じて成

長するという性質を、我々の流量強化則で数理モデル化し

た。樹木は、吹く風に揺さぶられることにより樹形を整え

ていき、他方樹木全体で揺れることで巧みに力学エネルギ

ーを散逸することで全倒壊しにくい構造を獲得する。この

ような樹木の構造特性

の実験的評価と力学機

構を調べるために、北

大苫小牧研究林にてホ

ウノキを、また北大和

歌山研究林にてバリバ

リノキの揺動実験を行

い、その振動特性を計

測した。従来の主流で

ある縦揺れ模型の問題

点を解明し、より良い

模型として横揺れ模型

を構築できた。 

 

（b）線虫の行動学 

C. elegans(線虫)は生物の業界で最もよく調べられてい

るモデル生物の一つであり、例えばゲノムすべて明らかに

されている。しかしながら、その行動についてはそれほど

よく調べられていない。特に、dauer と呼ばれる耐性状態

の行動はあまり調べられていない。これらの行動には自然

界で生き延びる知恵が隠されていると考えられている。近

年我々は耐性幼虫が尻尾だけで立ち上がった状態から

（nictation）高速で空中に飛び上がることを発見した。

今年度、我々は高速ジャンプのメカニズムとらえるため

に、尻尾と基盤の界面エネルギーを変える実験と外的環境

を変える実験を行い、高速ジャンプの仕組みを大まかにと

らえることに成功した。さらなる解析を行っている。 

 
(c)  鞭毛虫クラミドモナスの運動学 

クラミドモナスは単細胞真核生物であり葉緑体を持ち光



 

 

合成することが知られている。また二本の鞭毛をもち光に

向かって泳ぐ正の走光性が報告されている。本研究ではク

ラミドモナスが集団で形成するパターンに注目した。上述

の通りクラミドモナスは正の光走性があるが、細胞集団に

対して部分的な光照射を行うと、明暗境界に細胞が集積す

ることが知られている。我々は、特定の条件で照射光が対

象でもクラミドモナスの集合パターンが非対称になること

を発見し、この機構を明らかにするため実験および数値計

算を行った。その結果、クラミドモナスが示す螺旋遊泳軌

道が、非対称マクロパターン形成に重要であることが分か

った。 

 
(d)  非線形確率現象における確率カオスの研究 

非線形確率現象のひとつである確率カオスをランダム力

学系理論の立場から概念化、定式化し、不変量の定量化に

成功した。とくにランダム一次元写像における異常拡散を

発見し、その間欠的ダイナミクスと劣拡散の性質を解明し

た。確率共鳴、ノイズ同期、確率カオスといった非線形確

率現象は生物系にも普遍的に存在する。 

 
(e)  ブレブ駆動型アメーバの形状と運動 

アメーバ運動の機構としてアクチン重合依存的な運動が

これまでによく研究されているが、アクトミオシンの収縮

を駆動力とするアメーバ運動（ブレブ駆動型アメーバ運

動）は近年多くの細胞で報告されているが、その機構は不

明な点が多い。アメーバ運動は接着性の細胞が細胞変形を

伴いながら移動する方法で、細胞形状の変化が運動におい

て本質的であると考えられている。そこで本研究では典型

的なブレブ駆動型アメーバ運動を行う Amoeba proteus を

用いて、その運動と細胞形状の関係に関して調べた。その

結果、細胞の運動活性は活性化および非活性化状態に分か

れることが分かり、この変化の過程で細胞形状に対称性の

破れが重要であることが明らかになった。またこの細胞活

性は超臨界ピッチフォーク分岐となることが分かった。 

 
(f)  ブレブ駆動型アメーバにおける牽引力測定 

ブレブ駆動型アメーバ運動は多くの細胞で行われている

ことが近年報告されているが、その機構に関しては不明な

点が多い。本研究では典型的なブレブ駆動型アメーバ運動

を行う Mayorella viridisがアメーバ運動に伴い、接着基

盤に伝える牽引力の測定を行った。その結果、細胞の辺縁

部で収縮力が生じていた。また前端部ではアクチン重合依

存的なアメーバ運動に典型的な進行方向と逆の力は観測さ

れず、ブレブ駆動型アメーバ運動に特徴的な牽引力分布が

確認された。 

 

 

３．今後の研究の展望 

(a) 用不用適応則から読み解く形状と機能の最適化 

粘菌が形成する管ネットワークの発達の仕組みは、「多く

流れる部位は発達し、そうでない部位は衰退する」という

用不用則に依っている。この生物式適応ネットワーク形成

の基本設計則に基づいて、欧州と日本の異なる二地域にお

いて町と道の共発展を検討した。今後、さらに異なる地

域、時代における町と道の共発展現象を検討し、人間社会

の基盤となる町と道のパタン形成機構を考察して行きた

い。 

 樹木の風揺動特性については、独自の力学模型を提案す

るに至ったので、これに基づき樹種、樹齢、生息地の違い

を計測し、風揺動耐性（エネルギー散逸機構）を調べた

い。 

 

(b) 繊毛の運動の力学モデル 

繊毛は真核生物のほとんどすべての細胞に生えており、

細胞の感覚器官、運動器官として重要な役割を果たしてい

る。繊毛の異常は直ちに真核生物の表現型の異常につなが

ってしまうほど、真核細胞の最も重要な器官の一つであ

る。繊毛は基本的には微小管の束（９本もしくは９＋２

本）からできており、キネシンなどの分子モーターなどの

駆動力、相互作用によって波うち運動のような多種多様な

動きができることが知られている。しかしながらその力学

的メカニズムは未だ明らかにされていない。微小管、分子

モーター、結合分子の相互作用を力学モデルで表現し、単

純な力学相互作用だけでこれらの繊毛の運動が再現できる

かを確認する。 

 

(c) マイクロ流路によるマイクロエソロジー研究の確立 

今年度、笠晴也氏らナノ加工・計測技術班の協力により

ゾウリムシ等の繊毛虫が遊泳可能なサブミリオーダーの流

路をガラス基板上に自在に実現する為のノウハウの蓄積を

行った。今後、これらの技術を基盤として繊毛虫の為の系

統的な行動研究法を確立し、新たな研究分野を開拓するこ

とを目指す。 

 

(d) 単細胞生物の自発運動の時系列解析 

微生物の自発運動の実験データから空間運動のダイナミ

クスを抽出し、その異常拡散性について、ランダム力学系

理論の観点から解析する。リターンマップにより単体の自

発運動のダイナミクスを離散写像系でモデル化し、集団の

運動をモデル化する。少数の単細胞生物の相互作用による

空間運動の多様性のメカニズムを探る。 

 
(e)  高速牽引力顕微鏡の作製 

原生生物の中には非常に高速な運動を行うものが知られ

ており、従来の牽引力顕微鏡では時間分解能の問題で細胞

の移動に伴う牽引力を測定することが難しい。そこで、本

研究では従来の方法の 50倍程度の速度で牽引力測定可能

な方法の開発を行う。 
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ａ．招待講演（国際学会） 
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13) 中垣 俊之 : 流れと淀みと語る会、国立遺伝学研究

所、三島市、2018-06-10 

14) 中垣 俊之 : 「粘菌における行動の多様性と選択に

ついて -モデルを介してみるノイズの役割-」、レー

ザー学会「レーザーのカオス・ノイズダイナミクス

とその応用」、北大学術交流会館、2018-07-22 

15) 中垣 俊之 : 「原生生物粘菌のアメーバ運動と集団

パターン形成」、細胞凝集研究会 2018、酒田市ホテル

リッチガーデン、2018-07-27 

16) 中垣 俊之 : 「単細胞に学ぶ形作り」、2018 武蔵野

大学数理工学シンポジウム、武蔵野大学有明キャン

パス、東京、2018-08-28 

17) 中垣 俊之 : 「蠕動的這行運動のバイオメカニク

ス」、第 8 回数理科学研究会、岐阜県下呂温泉、

2018-10-27 

18) Yukinori Nishigami：「An asymmetric aggregation 
of Chlamydomonas generated by symmetric photo-

irradiation」、Active Matter Workshop 2021、Meiji 

University（on-line webinar）、2021-1-22 

 
ｃ．一般講演（国際学会） 

1) Yuzuru Sato, “Anomalous diffusion in random dy-

namical systems,” poster presentation, Dynamics 

Days Digital, Amsterdam, Netherland, (August, 

2020). 

2) Yuzuru Sato, “Noise-induced degeneration in 

online learning,” Dynamical systems and machine 



 

 

learning, Imperial College London, London, UK, 

(September, 2020). 

3) Yukinori Nishigami, Takuya Ohmura, Masatoshi 

Ichikawa, “The mechanism of swimming ciliates, 

Tetrahymena pyriformis, resisting the 

flow,”poster presentation,JSP/KSOP Joint Online 

Meeting 2020 (November 2020) 

4) Takuya Chiba, Takuma Sugi, Yukinori Nishigami, 

Toshiyuki Nakagaki, Katsuhiko Sato, “Nematodes 

Caenorhabditis elegans' phoretic behavior to in-

sects using an electrostatic field,”poster 

presentation, The 21st RIES-Hokudai Interna-

tional Symposium、online（December 2020）.  

5) Syun Echigoya, Yukinori Nishigami, Katsuhiko 

Sato, Toshiyuki Nakagaki, “The physical mecha-

nism of behavioral change in the ciliate, Stentor 

coeruleus in narrow areas,”poster presentation, 

The 21st RIES-Hokudai International Symposium、

online（December 2020）. 

6) Genta Matsumoto, Nishigami Yukinori, Sato Katsu-

hiko, Nakagaki Toshiyuki, “Elucidation of the 

Mechanism of Amoeboid Motion in Arcella 

sp,”poster presentation, The 21st RIES-Hokudai 

International Symposium 、 online （ December 

2020）. 

7) Koki Kanda, Yukinori Nishigami, Katsuhiko Sato, 

Toshiyuki Nakagaki, “Behavioral pattern diver-

sity and quantitative analysis of Hal-

teria,”poster presentation, The 21st RIES-Ho-

kudai International Symposium、online （December 

2020）. 

8) Mai Onishi, Yukinori Nishigami, Katsuhiko Sato, 

Toshiyuki Nakagaki, “Bioconvection shown by the 

ciliate Tetrahymena,”poster presentation, The 

21st RIES-Hokudai International Symposium 、

online v（December 2020）. 

9) Yukinori Nishigami, Takuya Ohmura, Masatoshi 

Ichikawa, “Resistance to the flow shown by cil-

iates Tetrahymena,”poster presentation, The 

21st RIES-Hokudai International Symposium 、

online v（December 2020）. 

10) Yuzuru Sato, “Anomalous diffusion and inter-
mittency in deterministic /random dynamical 

systems”, contributed talk, RIMS workshop, 

Kyoto University, Kyoto, (September, 2019) 

11) Yuzuru Sato, “Noise-induced Statistical Perio-
dicity in Lasota-Mackey Maps”, contributed 

talk, RIMS workshop, Kyoto University, Kyoto, 

(August, 2019). 

12) Yuzuru Sato, “Stochastic bifurcation in a tur-
bulent swirling flow”, ICIAM, Valencia, Spain, 

(July, 2019). 

13) Yukinori Nishigami, Takuya Ohmura, Masatoshi 
Ichikawa, “The cellular shape affects the be-

havior of ciliates”, VIII European Congress of 

Protistology, Roma, Italy, (July, 2019) 

14) Takuya Chiba, T. Sugi, Y. Nishigami, T. Nakagaki, 
K. Sato, “Physical mechanisms behind high speed 

jump of nematode Caenorhabditis elegans”, The 

20th RIES-HOKUDAI International Symposium, Hok-

kaido University, Sapporo, (December, 2019) 

15) Syun Echigoya, Katsuhiko Sato, Toshiyuki Nak-
agaki, Yukinori Nishigami, “The shape of cili-

ate, Stentor coeruleus, decides its swimming and 

adhesive behavior”, The 20th RIES-HOKUDAI In-

ternational Symposium, Hokkaido University, Sap-

poro, (December, 2019) 

16) Kosuke Iizuka, Ken-ichi Wakabayashi, Ritsu Ka-
miya, Yukinori Nishigami,Toshiyuki Nakagaki, 

Katsuhiko Sato, “Asymmetric patterns appearing 

in collective photobehavior of Chlamydomonas”, 

The 20th RIES-HOKUDAI International Symposium, 

Hokkaido University, Sapporo, (December, 2019) 

17) Katsuhiko Sato, "Direct observation of orienta-
tion distributions of actin filaments in a solu-

tion undergoing shear banding", Annual European 

Rheology Conference 2018 (AERC 2018) Sorrento, 

Italy (April, 2018).  

18) Yukinori Nishigami, "“Statistical analysis of 
amoeboid locomotion on the constant photoirra-

diation", International Conference on Advances 

of Physics of Emergent Oeders in Fluctuations  

2018 (APEF 2018) Tokyo, Japan (November, 2018). 

 

ｄ. 一般講演（国内学会） 

1) 佐藤譲, “Noise-induced degeneration in online 

learning,”数理科学の諸問題と力学系理論の新展

開, RIMS, 京都大学, (2020 年 9月). 

2) Yuzuru Sato, “Stochastic bifurcation in a tur-

bulent swirling flow”, contributed talk, 

JSIAM, University of Tokyo, Tokyo, (September, 

2019) 

3) 西上幸範, 野村真未, 谷口篤史, 野中茂紀, Rieu 

Jean-Paul, “這う原生生物の行動研究”, 生体運動

研究合同班会議 2020, 京都, （2020 年 1月）． 

4) 飯塚洸介, “クラミドモナスの集団光応答に現れる

非対称パターン”, 2019 年度北海道植物学会大会, 

札幌市， (2019 年 12月). 



 

 

5) 佐藤 勝彦, 奥村 悦子, 越智 翔大, 黒田 茂, 中垣 

俊之, 杉 琢磨, “線虫の高速ジャンプ”, 日本物理

学会 2018 年秋季大会, 同志社大学京田辺キャンパ

ス(京田辺市多々羅) (2018 年 9月). 

6) 西上 幸範，大村 拓也，市川 正敏，“繊毛虫の固液

界面への集合”，第 51回日本原生生物学会大会，島

根大学松江キャンパス（松江市）（2018 年 10月）． 

7) 中垣 俊之 : 「細胞マターの流量強化則に基づくス

マートネットワークの設計原理」、第４１回日本分子

生物学会 セッション「自然界の様々な階層で見られ

るスマートマターによる集合的知性の創成（佐藤、

阿部）」、パシフィコ横浜、2018-11-29 

 

ｅ. 研究会・シンポジウム・ワークショップなど（学会

以外） 

1) 飯塚洸介, “クラミドモナスの集団光応答に現れる

非対称パターン”, 第 13 回クラミドモナス研究会, 

東京, (2019 年 9月). 

2) 西上幸範，“繊毛虫テトラヒメナの走流性に関し

て”，2020 年原生生物合同ゼミ，オンライン開催 

（2020 年 10月） 

3) 越後谷駿, 西上幸範，佐藤勝彦, 中垣俊之， “繊毛

虫ソライロッパムシの形状遷移定量化”，2020 年原

生生物合同ゼミ，オンライン開催 （2020 年 10月） 

4) 中垣 俊之* : 「アメーバに学ぶ鉄道網設計」、啓成

高校 SSH 特別科学講演会、北海道立啓成高校(2020-

12-08) 

5) 中垣 俊之* : 「単細胞の知恵とヒトの知恵」、JRタ

ワーおとな大学、札幌駅エスタ (2020-12-02) 

6) 中垣 俊之* : 「単細胞の賢さを探る」、鳥取県立博

物館令和２年度企画展「こんにちは変形菌」

(20200718~20200829)講 演 会 、 鳥 取 県 立 博 物 館 

(2020-07-25) 

7) Yuzuru Sato, “Stochastic bifurcation and in-

termittency in random dynamical systems”, con-

tributed talk, RIMS workshop, Kyoto University, 

Kyoto, (October, 2019).  

8) Yuzuru Sato, “Anomalous diffusion in random 

dynamical systems,” summer school lecture, 

Shiga, Japan, (October, 2019) 

9) Yuzuru Sato, “Anomalous diffusion and inter-

mittency in random dynamical systems”, Seminar 

at Tokyo Metropolitan University, Tokyo, (Sep-

tember, 2019). 

10) Yuzuru Sato, “Stochastic bifurcation in a tur-
bulent swirling flow”, contributed talk, RIMS 

workshop, Kyoto University, Kyoto, (June, 

2019). 

11) Katsuhiko Sato, “Direction-dependent contrac-
tion forces on cell boundaries induce collective 

migration of epithelial cells within their 

sheet”, GSS international Mini-Symposium “Soft 

Matter Deformation and Function”, Sapporo, Ja-

pan, (July, 2019). 

12) Katsuhiko Sato, “Left-right asymmetric aggrega-
tion in Chlamydomonas”, 2019 RIMS Workshop 

“Mathematical Methods in Biofluid Mechanics”, 

Hyogo, Japan, (October, 2019). 

13) Toshiyuki Nakagaki, “Transport network designed 
by an amoeboid organism”, Russia-Japan Scien-

tific Forum, on Environmental Science, Moscow, 

Russia, (September, 2019). 

14) Toshiyuki Nakagaki, “Nature-inspired design of 
transport network -how the natural system works 

properly-“,  The 2nd General Assembly Meeting 

of The Association of Institutions of Higher Ed-

ucation of The Russian Federation and Japan. 2nd 

Russia-Japan Student Forum, Moscow, Russia, 

(September, 2019).  - Public Interactive Lec-

ture  

15) Toshiyuki Nakagaki, “Transport network theoret-
ically modeled by current-reinforcement rule”, 

UC Davis Science Summer Camp COSMOS, California, 

USA,  (July, 2019). 

16) 中垣 俊之 : 「粘菌、運動、知恵」、第 100 回北大

CoSTEP 主催サイエンスカフェ札幌。北大農学部講

堂、2018-06-03 

17) 中垣 俊之 : 「自然知能と人工知能-アメーバとヒト

の比較から-」、第 27 回先端科学移動大学市民講演

会、函館市総合保健センター、2018-11-17 

18) 中垣 俊之 : 「単細胞の賢さを探る-アメーバと人の

比較から-」、SSH岩見沢農業高校講演会、2018-11-07 

19) 中垣 俊之 : 「自然知能と人工知能-アメーバとヒト

の比較から-」、第 27回先端科学移動大学、函館中部

高校 2018-11-16. 

 

4.6 シンポジウムの開催 

1) 共同利用・共同研究拠点 MIMS 現象数理学研究拠点 

共同研究集会「幾何学・連続体力学・情報科学の交

差領域の探索」、オンライン(Zoom: Webinar機能利

用)、12月 4 日― 5日、中垣俊之,佐藤勝彦ら

(2020）. 

2) 第 6回北大・部局横断シンポジウム、北海道大学医

学部学友会館フラテホール（web 開催）, 11月 19

日, 西上幸範ら (2020). 

3) Katsuhiko Sato, Nishigami Yukinori、The 21st 

RIES-Hokudai International Symposium、online 

virtual symposium（December 10, 2020） 



 

 

4) Yuzuru Sato, Chief-organizer, Conference on 

"Random Dynamical Systems Theory and Its Appli-

cations" , RIMS, Kyoto, Japan, (August, 2019). 

5) Yuzuru Sato, Chief-organizer, Data analysis and 

machine learning in dynamical systems, Univer-

sity of Tokyo, Tokyo, Japan, (May, 2019).  

6) 北海道大学共同利用・共同研究拠点アライアンス 

部局横断シンポジウム「計算科学が拓く汎分野研

究」, 北海道大学医学部学友会館フラテホール, 10

月 31 日, 中垣俊之, 佐藤譲ら (2019). 

7) 第 5回北大・部局横断シンポジウム、北海道大学医

学部学友会館フラテホール, 11月 6日, 佐藤勝彦ら 

(2019). 

8) 電子科学研究所附属社会創造数学研究センター主催

公開シンポジウム「数理連携の現状と未来」、北海道

大学鈴木章ホール、8月 24−25日、長山雅春、小松

崎民樹、中垣俊之、佐藤勝彦、佐藤譲ら(2018).  

 

4.7 共同研究 

a.  国内大学、研究機関との共同研究 

1)  佐藤譲：「機械学習と確率的力学系」大阪大学, 筒井

大二、藤原彰夫 (2018-).  

2)  佐藤勝彦、中垣俊之：「クラミドモナスの行動学」 

東京工業大学、若林憲一 (2018-). 

 

ｂ. 産業界等との共同研究 

1) 中垣俊之，佐藤勝彦，西上幸範，佐藤讓: 株式会社

ジイ・シイ企画，「集団的知性の探求ならびにその社

会動態や経済現象への展開応用に関する研究」，2019

～2020 年度，1,000千円 

 

c. 国際共同研究 

1) 佐藤讓：CEA-CNRS, France と流体力学・気象データ

解析に関する共同研究.  

2) 中垣俊之：オックスフォード大学植物科学科マー

ク・フリッカー博士，町と道の共発展ダイナミクス

に関する研究 

3) 西上幸範，佐藤勝彦，佐藤譲，中垣俊之：リヨン第

１大学，ジャンポール・リュー教授，細胞運動の力

学に関する研究 

 

d．外国人研究者の招聘 

1) Davide Faranda, France, (23-30 May, 2019). 

2) Prof. Jean Paul Rieu, University of Lyon 1, (13-

20 June, 2019)  

3) Prof. Helmut Brand, University of Bayreut, (4-7 

September, 2019) 

4) Dr. Yunchang Seol, National Chia-Tung Univer-

sity, Taiwan (19 July – 3 August, 2019) 

5) フランス ポールサバチエ ツールーズ大学、

Audrey Dousstour教授、2019 年 1月 9−10 日 

6) ドイツ バイロイト大学 Helmut Brand 教授、9 月

12-14 日 (2018). 

7) フランス クロードベルナール リヨン第一大学、

Jean Paul Rieu教授、11月 10−11 日(2018). 

8) 台湾国立交通大学、Yaw Kan Li 教授,7 月 7−9 日

(2018). 

 

4.8 予算獲得状況（研究代表者、分類、研究課題、期間） 

ａ． 科学研究費補助金 

1) 佐藤 勝彦: 研究代表者, 「3次元空間内に埋め込ま

れた細胞集団運動の新しいメカニズム」,  (基盤研

究(C)) 20K03871, (2020-2023). 

2) 佐藤讓: 研究代表者, London Mathematical Labora-

tory Fellowship, London Mathematical Labora-

tory, UK, (2020-2021). 

3) 佐藤讓: 研究分担者, 「ランダムな実および複素力

学系, 正則写像半群とフラクタル幾何学の研究」, 

科学研究費補助金 基盤(B) No.19H1790, 日本学術振

興会 (2019-2023).  

4) 佐藤讓:研究分担者, 「確率過程論的アプローチによ

るランダム力学系の理論研究」, 科学研究費補助金 

基盤(B) No.19H21834, 日本学術振興会 (2019-

2021). 

5) 佐藤讓: 研究代表者, London Mathematical Labora-

tory Fellowship, London Mathematical Labora-

tory, UK, (2019-2020).  

6) 西上幸範:研究分担者, 「再構成アプローチで解明す

るダイナミンの膜切断機構とその破綻に起因する疾

患発症機序」,国際共同研究強化(B) No. 19KK0180, 

(2019-2023). 

7) 佐藤讓: 研究代表者,「ランダム力学系理論に基づく

確率カオスの現象論とその応用」,科学研究費補助金 

基盤(C) No.18K03441, 日本学術振興会 (2018-2020) 

8) 佐藤讓: 研究代表者, London Mathematical Labora-

tory Fellowship, London Mathematical Labora-

tory, UK, (2018-2019).  

9) 佐藤 勝彦: 研究分担者, 「粘弾性流体に特有な渦の

数理解析」, 基盤研究(B) 18H01135, (2018-2022) 

10) 佐藤讓:研究分担者, 「古典および量子統計的システ

ムにおける新規な情報幾何構造の探究」, 科学研究

費補助金 基盤(B) No. 17H02861, 日本学術振興会 

(2017-2021).  

11) 佐藤讓: 研究代表者, “Understanding the dynam-

ics of atmospheric circulation”, PICS grant, 

LSCE, CEA, France,(2017-2020). 



 

 

12) 佐藤 勝彦: 研究代表者, 「上皮細胞の集団運動: 形

態形成の基礎メカニズムの解明」, 学術研究助成基

金助成金 (基盤研究(B)) 17H02939, (2017-2020). 

 

ｂ．大型プロジェクト・受託研究 

1) 佐藤讓: 研究代表者, London Mathematical Labora-

tory Fellowship, London Mathematical Laboratory, 

UK, (2019-2020). 

2) 西上 幸範: 「原生生物の行動原理の解明」, 次世代

研究者育成プログラム(2018-2023). 

3) 佐藤讓: 研究代表者, “Understanding the dynamics 

of atmospheric circulation”, PICS grant, LSCE, 

CEA, France,(2017-2020). 

 
4.9 受賞 

1) Takuya Chiba, the 21st RIES-Hokudai Interna-

tional , Poster award (December, 2020) 

2) 西上 幸範: 第 51回日本原生生物学会大会ベストプ

レゼンテーション賞 (2019)  

3) 飯塚洸介：第 13回クラミドモナス研究会「学生優秀

発表賞」東京工業大学 (2019/9/5) 

4) 飯塚洸介：第 20回電子研国際シンポジウム「優秀ポ

スター賞」北海道大学 (2019/12/2) 

5) 千葉拓也：北海道大学共同利用共同研究拠点アライ

アンス部局横断シンポジウム「計算科学が拓く汎分

野研究」「優秀ポスター賞」北海道大学 

(2019/10/31) 

 

4.10 アウトリーチ活動 

1) 中垣 俊之 :「単細胞の知恵とヒトの知恵」、JRタワ

ーおとな大学、札幌駅エスタ 2020 年 12月 02 日  

2) 中垣 俊之* : 「アメーバに学ぶ鉄道網設計」、啓成

高校 SSH特別科学講演会、北海道立啓成高校 2020 年

12月 08 日  

3) 中垣 俊之 :「単細胞の賢さを探る」、鳥取県立博物

館令和２年度企画展「こんにちは変形菌」講演会、

鳥取県立博物館 2020 年 07月 25日 

4) 中垣 俊之 : 日本経済新聞 2020 年 09月 12 日 「イ

グノーベル賞 なぜ日本人多い」 

5) 中垣 俊之 : 東京新聞 2020 年 09月 06日 「イグノ

ーベル賞 30 年」「菌が迷路の最短ルートを探し出

す！」 

6) 中垣 俊之 : PBS NOVA 2020 年 9月 「Secret Mind 

of Slime」という 57分の番組が放映された。この番

組は、フランス ARTE が製作した科学ドキュメンタリ

ー番組「Genius without brain」をもとに再編集し

た番組である。2020 年 09月 

7) 中垣 俊之 : テレビ東京 2020 年 04月 09 日 「探求

の階段＃27「単細胞」の意味を変える」 

8) 中垣 俊之：「イグ・ノーベル賞２度受賞 中垣俊之元

未来大教授 広い世界に進み出て遊泳せよ」 元日

の地域特集「作り出す はこだて未来大学 20 年」北

海道新聞, 2020 年 1月 1 日 

9) 佐藤譲: 2020 年 5月 14 日, 北海道大学プレスリリー

ス「SARS-Cov-2 感染者数漸近予測の不確実性を解

明」 

10) 中垣 俊之：「粘菌 脳のない天才」 NHK BS１ 世

界ドキュ選 フランス ARTE 製作科学ドキュメンタリ

ー番組, 2019 年 11月 25日,2020 年 1月 1 日他 

11) 中垣 俊之 : 朝日新聞 2019 年 01月 28 日 「科学の

扉「粘菌 単細胞でも賢い！？-体を伸縮し迷路を解

く 交通網などに応用-」」 

12) 佐藤譲: 2019 年 5月 14 日, 北海道大学プレスリリー

ス「ノイズの伴う力学系での異常拡散のメカニズム

を解明」. 

13) 中垣俊之：「ヤンセンは手触りで世の中を理解する」

札幌市芸術の森企画展「テオヤンセン展」での研究

内容展示, 2019 年 7月 13 日-9月 1 日 

14) 中垣 俊之 : 週間プレイボーイ 2019 年 11月 18 日 

「我々の研究対象である「モジホコリ」という原生

生物がフランスのパリ動物園で世界で初めて一般公

開されたことを受けて、「世界初一般公開！迷路を解

く 単細胞生物「モジホコリ」とは？」という記事

（54巻 41号 165ページ）が掲載された。」 

15) 中垣 俊之 : 北海道新聞 2018 年 11月 18 日 「がん、

気象 先端科学知る - 函館で移動大学 北大教員が講

演 -」 

16) 中垣 俊之 : 函館新聞 2018 年 11月 18 日 「研究者

が最新技術紹介 先端科学移動大学に 100 人」 

17) 中垣 俊之 : 北海道新聞 2018 年 11月 2 日 「北海道

から平成がわかる -  ノーベル賞 イグノーベル賞 探

究心 道民に刺激 -」 

18) 中垣 俊之 : 読売 KODOMO 新聞 2018 年 10月 4 日 「イ

グノーベル賞の世界 - 下品が最高- 」 

19) 中垣 俊之 : 北海道新聞 2018 年 06月 04 日 「粘菌

の生態 雌雄逆の昆虫-ユニーク研究を紹介 - 北大で

講演」 

20) 中垣 俊之 : 朝日新聞 2018 年 06月 04 日 「イグノ

ーベル受賞者と語る - 北大で 100回目「サイエンス

カフェ札幌」- 」 

21) 中垣 俊之 : 読売新聞 2018 年 06月 04 日 「科学を

市民に 100回目講演 イグノーベル受賞者登壇」 

22) 中垣 俊之 : THE BIG ISSUE 日本版 VOL.332 2018 年

04 月 01 日 「特集「こんにちは！変形菌」で２ペー

ジ記事「粘菌がつくる賢いネットワークは知の原

型」として紹介された。」 

23) 中垣 俊之 : 日立自動分析情報誌 Lab SCOPE VOL.56 

2018 年 04月 01 日 「INVITATIONコーナーにて「知性

とは何か。単細胞生物にそのメカニズムを探る。」と



 

 

いう３ページ記事。」 

24) 中垣 俊之 : HTBテレビニュース 2018 年 06月 03 日 

「北大 イグノーベル賞の二人が講演」 

25) 中垣 俊之 : 和歌山県立自然博物館 平成３０年度

特別展「小さな粘菌の大きなワンダーランド」7/21-

9/2, 2018 

26) 中垣 俊之 : 南方熊楠記念館 2018 特別展示「不思議

ないきもの・粘菌展」 2018 年 09 月 15 日〜2018 年

11月 18 日 

27) 中垣 俊之 : 茨城県自然博物館ミュージアムパーク

の第７１回企画展「変形菌-ふしぎ？かわいい！森の

妖精-」に協力 2018 年 02月 17 日〜06月 10 日 

28) 中垣 俊之 : 北海道立啓成高等学校スーパーサイエ

ンスハイスクール運営委員 （2016 年 04 月 01 日～

2019 年 03月 31 日） 

29) 中垣 俊之 : 旭川明誠成高校の生徒１０名の一日体

験と見学の受け入れ （2018 年 05月 01 日） 

30) 中垣 俊之 : JSTさくらサイエンス事業にて外国人学

生と教員ら５名の一日体験を受け入れ （2018 年 06

月 19 日） 


